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 これらの結論は、CNT をセラミックス中に高い効率で分散させ、しかもマトリックスと CNT 界面
の構造を制御することによりセラミックス/CNT 繊維複合体の機械特性を向上させるための指針を与
えるものとして工学的に重要な知見である。よって博士（工学）の学位の授与に値するものと結論し
た。 
 
